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今後も高齢化が進むにつれて、ひとり暮らしの 

高齢者や高齢者だけの世帯、認知症高齢者が増え 

ていくことが予想されます。 

 高齢者が住み慣れた地域でいつまでも自分らしい生活を続けていく

ためには、地域全体で高齢者を支えていくことが大切です。 

心身に不安がある人は介護予防で健康寿命を伸ばしましょう！ 

 そして、元気な人は支える側として、総合事業の取り組みにぜひご参

加ください！ 

邑南町では介護予防のために次のようなサービスを実施しています。 

自分ではできない日常生活上の行為（調理、掃除など）がある場合に支援を受けることができます。 

デイサービスに通い、入浴や食事といった日常生活上の支援を受けることができます。 

 現行相当サービス 

ホームヘルパーが居宅を訪問し、身体介助や生活援助をします。 

◆ 基準緩和型サービス

ホームヘルパー等 ※ が居宅を訪問し、生活援助をします。 

※ 一定の研修を受けた従事者 

◆ 訪問指導サービス

保健師や栄養士等専門職が居宅を訪問し、保健指導や栄養指導等をします。 

 現行相当サービス 

通所介護施設で、日常生活上の支援や、生活行為向上のための支援をします。 

地域包括支援センターは、みなさんが住みなれた町で安心して暮らしていくための総合窓口です。 

■邑南町地域包括支援センター 

（邑南町役場福祉課内） 

TEL ９５－１１１５ 

ＩＰ 050-5207-3008 

 「健康寿命」とは、健康上の問題で日常生活が制限されることなく自立して生活で 

きる期間のことです。 

邑智郡では、関節痛など筋骨格の病気や認知症、転倒による骨折等が原因で、支援や 

介護が必要になる方が多くなっています。 

適度な運動やリハビリテーションによって 

健康寿命を伸ばし、いつまでも元気に過ごしましょう。 

邑智郡総合事務組合 邑 南 町 

出典：Ｈ25～Ｈ27 年度邑智郡介護認定新規申請者の第１疾病集計 
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■役場 瑞穂支所 

TEL ８３－１１２１ 

ＩＰ 050-5207-5000 

■役場 羽須美支所 

TEL ８７－０２２１ 

ＩＰ 050-5207-6500

◆みんなで集まって気分はつらつ

・交流型デイサービス 

・地域ささえあいミニデイサービス 

・地域運動教室 

・認知症予防教室 

・認知症カフェ 

・健康教室 

・元気館トレーニング教室 

・高齢者教室・講座 

◆自分の知識や経験を生かして元気を保つ

・きらりおおなんいきいき活動 

◆集まる場 ・・・いきいきサロン 
◆支えるしくみ・・・優友活動 

今後、地域ごとで、集

う場、居場所、通いの場

について、皆さんと一緒

に考えていきます。 

 生活支援は、体制が整

ったところから、多様な

主体による多様なサービ

スとして案内していく予

定です。 

 

あなたの今の環境や、生活の状況に合わせた支援が受けられます
自立した生活を送るために、どんな支援が必要なのか、まずは地域包括支援センターや担当ケアマネジャーに相談しましょう。 
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みたい 基本チェックリストを実施します 

「基本チェックリスト」とは、利用者の心身

の状況を把握するための質問リストです。介

護予防が必要かどうか、どんな支援が必要か

をチェックします。 

介護や支援が 

必要とされた人 

要介護（要支援）認定 

要介護（要支援）認定の申請を

して、認定を受けます。 
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◆一般介護予防事業 

◆介護予防・生活支援サービス事業 

◆介護予防サービス 

◆地域密着型介護予防サービス 
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○介護予防活動の普及・啓発 

出前講座、交流型デイサービス 

○地域の介護予防活動の育成・支援 

地域ささえあいミニデイサービス 

介護支援ボランティア 

○地域リハビリ専門職等活用の支援 

地域ケア会議等へのリハビリ専門職等 

による助言 

〇 訪問型サービス 

〇 通所型サービス 

〇 その他の生活支援サービス※ 

※邑智郡では実施していません

〇 介護予防訪問看護 

〇 介護予防通所リハビリテーション 

〇 介護予防訪問リハビリテーション 

〇 介護予防短期入所生活介護 

〇 介護予防住宅改修 

〇 介護予防福祉用具貸与・購入 

〇 介護予防居宅療養管理指導  

〇 介護予防小規模多機能型居宅介護 

〇 介護予防認知症対応型共同生活介護 

〇 介護予防認知症対応型通所介護  

〇 訪問介護 〇通所介護 〇住宅改修 

〇 訪問看護 〇短期入所 〇福祉用具 など 

〇 特別養護老人ホーム 

〇 介護老人保健施設 

〇 介護療養型医療施設 

〇 小規模多機能型居宅介護 

〇 認知症対応型共同生活介護 

〇 認知症対応型通所介護 

〇 地域密着型通所介護  
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自立した生活を送るために、どんな支援が必要なのか、まずは地域包括支援センターや担当ケアマネジャーに相談しましょう。 

・明らかに介護や 

支援が必要 

ま
ず
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
各
支
所
福
祉
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い 

・生活に不安がある 

・どんなサービスを 

利用すればよいか 

わからない 

・まだ介護や支援は 

必要ない 

・介護予防に取り組 

みたい 基本チェックリストを実施します 

「基本チェックリスト」とは、利用者の心身

の状況を把握するための質問リストです。介

護予防が必要かどうか、どんな支援が必要か

をチェックします。 

介護や支援が 

必要とされた人 

要介護（要支援）認定 

要介護（要支援）認定の申請を

して、認定を受けます。 

申請 

認定調査 

＋ 

主治医意見書 

審査・判定 

認定結果の通知 

非
該
当
の
人 

要
支
援
１
・
２
の
人 

要
介
護
１
～
５
の
人 

介護や支援を 

を必要と 

しない人 

介護予防や 

生活支援が 

必要な人 

施設に 

入所する 

在宅で 

サービスを 

利用する 

入所施設で 

ケアプランを作成 

介護予防 

ケアマネジメント

介護予防 

ケアプラン

ケアプラン

地域包括支援センターや

居宅介護支援事業者で介

護予防ケアマネジメント

を実施します。 

地域包括支援センターや

居宅介護支援事業者でケ

アマネジメントを実施し

て介護予防ケアプランを

作成します。 

居宅介護支援事業者がケ

アマネジメントを実施し

てケアプランを作成しま

す。 

◆一般介護予防事業 

◆介護予防・生活支援サービス事業 

◆介護予防サービス 

◆地域密着型介護予防サービス 

◆在宅サービス 

◆地域密着型サービス 

◆施設サービス 

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業 

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス 

介
護
サ
ー
ビ
ス 

○介護予防活動の普及・啓発 

出前講座、交流型デイサービス 

○地域の介護予防活動の育成・支援 

地域ささえあいミニデイサービス 

介護支援ボランティア 

○地域リハビリ専門職等活用の支援 

地域ケア会議等へのリハビリ専門職等 

による助言 

〇 訪問型サービス 

〇 通所型サービス 

〇 その他の生活支援サービス※ 

※邑智郡では実施していません

〇 介護予防訪問看護 

〇 介護予防通所リハビリテーション 

〇 介護予防訪問リハビリテーション 

〇 介護予防短期入所生活介護 

〇 介護予防住宅改修 

〇 介護予防福祉用具貸与・購入 

〇 介護予防居宅療養管理指導  

〇 介護予防小規模多機能型居宅介護 

〇 介護予防認知症対応型共同生活介護 

〇 介護予防認知症対応型通所介護  

〇 訪問介護 〇通所介護 〇住宅改修 

〇 訪問看護 〇短期入所 〇福祉用具 など 

〇 特別養護老人ホーム 

〇 介護老人保健施設 

〇 介護療養型医療施設 

〇 小規模多機能型居宅介護 

〇 認知症対応型共同生活介護 

〇 認知症対応型通所介護 

〇 地域密着型通所介護  

- 120 -

邑南町　介護予防事業の体系図（令和元年度作成）
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邑南町　介護予防事業の体系図（平成23年度作成）
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邑
南
町
（
邑
智
郡
総
合
事
務
組
合
）

１
　
介
護
予
防
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
　
(
１
)
通
所
型
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
負
担

（
利
用
料
）

実
　
施

箇
所
数
実
施
頻
度

１
ク
ー
ル

の
期
間

定
員

従
来
の
介
護
予
防
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

要
支
援
認
定
者

現
行
相
当

指
定

通
所
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
所

類
型
（
※
）
…
「
現
行
」
、
「
現
行
相
当
」
＝
従
前
の
通
所
介
護
に
相
当
す
る
も
の
　
　
「
通
所
A
」
＝
緩
和
し
た
基
準
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
　
　
「
通
所
B
」
＝
住
民
主
体
に
よ
る
支
援
　
　
「
通
所
C
」
＝
短
期
集
中
予
防
サ
ー
ビ
ス

(
２
)
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
負
担

（
利
用
料
）

実
　
施

箇
所
数
実
施
頻
度

従
来
の
ヘ
ル
プ
事
業

要
支
援
認
定
者

現
行
相
当

指
定

訪
問
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
所

訪
問
型
介
護
予
防
事
業

病
気
や
体
調
、
身
体
的
機
能
低
下
の
た
め
閉
じ
こ
も
り
、
認
知
、
う
つ
傾

向
が
あ
り
、
通
所
型
の
事
業
へ
参
加
で
き
な
い
方
、
ま
た
、
栄
養
改
善
の

必
要
な
方
に
対
し
、
医
療
機
関
等
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
保
健
師
等
専
門

職
（
歯
科
衛
生
士
、
管
理
栄
養
士
、
リ
ハ
専
門
職
等
）
が
訪
問
し
、
必
要

な
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
（
個
別
訪
問
指
導
等
）
を
実
施
す
る
。

退
院
直
後
等
機
能
低
下
が
予
想
さ
れ

る
方
で
、
そ
れ
を
予
防
す
る
た
め
に

集
中
し
た
支
援
が
必
要
な
高
齢
者

（
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
対
象
者
）

訪
問
C

直
営

無
料

雇
上

町
全
域

類
型
（
※
）
…
「
現
行
」
、
「
現
行
相
当
」
＝
従
前
の
訪
問
介
護
相
当
　
　
「
訪
問
A
」
＝
緩
和
し
た
基
準
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
　
　
「
訪
問
B
」
＝
住
民
主
体
に
よ
る
支
援
　
　
「
訪
問
C
」
＝
短
期
集
中
予
防
サ
ー
ビ
ス
　
　
「
訪
問
D
」
＝
移
動
支
援

２
　
そ
の
他
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
負
担

（
利
用
料
）

３
　
一
般
介
護
予
防
事
業
　
(
１
)
介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業

委
託

邑
南
町
社
会
福

祉
協
議
会

町
全
域

隔
週

（
２
）
地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業

直
営

―
町
全
域

直
営

―
町
全
域

直
営

福
祉
課
　
保
健

課 社
協
（
共
同
開

催
）

町
全
域

補
助

地
元
地
域
任
意

団
体
等

町
全
域

類
型

形
態

委
託
先

対
象
者

対
象
地
域

事
　
業
　
名

事
業
の
内
容

対
象
者

類
型

（
※
）

形
態

単
位

サ
ー
ビ
ス
提
供
者

実
施
方
法

介
護
予
防
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

事
　
業
　
名

事
業
の
内
容

対
象
者

類
型

（
※
）

形
態

単
位

サ
ー
ビ
ス
提
供
者

実
施
方
法

対
象
地
域

介
護
予
防
ヘ
ル
プ
事
業

事
　
業
　
名

事
業
の
内
容

実
施
頻
度
等

事
　
業
　
名

事
業
の
内
容

類
型

形
態

委
託
先

対
象
者

対
象
地
域

実
施
頻
度
等

対
象
者

類
型

形
態

単
位

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
サ
ポ
ー
タ
ー
）
養
成
・
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
研
修
(
人
材
育
成
研
修
）

今
ま
で
養
成
し
て
き
た
健
康
サ
ポ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
等
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
約
２
５
０
人
）
を
中
心
に
、
更
に
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
研
修
を
行
う

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を
し
て
い
て
も
活
動
の
場
に
繋
が
っ
て
い
な
い
人
に
対
し
、
活
動
に
繋
げ
る
事
を
目

的
と
し
た
研
修
会
も
併
せ
て
開
催
し
て
い
る
。

計
6
回
開
催

事
　
業
　
名

事
業
の
内
容

実
施
頻
度
等

交
流
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

介
護
予
防
の
普
及
啓
発
に
資
す
る
運
動
・
閉
じ
こ
も
り
・
認
知
症
・
う
つ
予
防
等
を
目
的
と
し
た
送
迎
付
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス

地
域
さ
さ
え
あ
い
ミ
ニ
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
事
業

高
齢
者
が
主
体
に
介
護
予
防
活
動
を
定
期
的
に
行
う
グ
ル
ー
プ
の
活
動
費
の
助
成
を
行
う
。

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
事
業

高
齢
者
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績
を
評
価
し
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
、
高
齢
者
の
申
し
出
に
よ
り
、
ポ
イ

ン
ト
を
商
品
券
に
転
換
す
る
。

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
実
施
状
況
（
令
和
元
年
６
月
末
時
点
）

サ
ー
ビ
ス
提
供
者

高
齢
者
つ
ど
い
の
場
づ
く
り
事
業

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
つ
ど
い
の
場
を
提
供
し
、
社
会
参
加
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
運
動
機
能
の
向
上
や
社
会
交

流
の
場
の
提
供
に
よ
る
介
護
予
防
の
促
進
や
、
地
域
の
拠
点
づ
く
り
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

毎
週
１
回
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（
３
）
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
活
動
支
援
事
業

委
託

医
療
法
人

町
全
域

４
　
任
意
事
業

適
 
正
 
化

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
事
業

⑦
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
へ
の
適
正
化
支
援
事
業

ケ
ア
マ
ネ
、
介
護
職
員
等
を
対
象
に
研
修
会
を
開
催

介
護
用
品
購
入
費
助
成
事
業

⑬
介
護
用
品
の
支
給

要
介
護
３
以
上
の
在
宅
介
護
の
非
課
税
世
帯
に
介
護
用
品
購
入
の
助
成
券
を
配
付

家
族
介
護
支
援
事
業

⑧
介
護
教
室
の
開
催

家
族
介
護
者
交
流
事
業

⑪
介
護
者
交
流
会
の
開
催

成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
事
業

⑭
成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
事
業

町
長
申
立
時
の
経
費
、
専
門
職
後
見
人
等
報
酬
の
助
成

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

地
域
資
源
を
活
用
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
資
す
る
事
業

栄
養
改
善
が
必
要
な
高
齢
者
等
に
配
食
を
行
い
、
生
活
状
況
の
把
握
や
見
守
り
を
実
施
。
 

介
護
相
談
員
派
遣
事
業

⑳
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
資
す
る
事
業

介
護
相
談
員
の
派
遣

住
宅
改
修
支
援
事
業

⑮
福
祉
用
具
・
住
宅
改
修
支
援
事
業

住
宅
改
修
費
給
付
申
請
に
係
る
理
由
書
作
成
者
に
対
し
、
助
成
金
を
交
付

対
象
者

対
象
地
域

実
施
頻
度
等

事
　
業
　
名

事
業
の
内
容

類
型

形
態

委
託
先

家
族
支
援

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族
を
対
象
に
、
毎
月
３
地
域
で
定
期
的
に
介
護
者
家
族
の
会
を
開
催
し
介
護
者
同
志
が
集
い
気
分
転
換
す
る
場
を
提
供
。
介
護
者
同
志

の
交
流
や
専
門
職
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
受
け
る
介
護
教
室
等
を
行
う
こ
と
で
精
神
的
介
護
負
担
を
軽
減
。

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族
を
対
象
に
、
年
１
回
全
町
を
対
象
と
し
た
家
族
介
護
者
交
流
会
を
開
催
し
介
護
者
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
た
だ
く
。

そ
 
の
 
他

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
に
よ
る
地
域
の
集

い
の
支
援
事
業

高
齢
者
が
自
発
的
・
主
体
的
に
参
加
し
、
運
営
す
る
介
護
予
防
活
動
「
地
域
さ
さ
え
あ
い
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」

の
交
流
会
へ
講
師
と
し
て
参
加
し
、
運
動
の
効
果
に
つ
い
て
の
講
話
や
、
介
護
予
防
に
資
す
る
運
動
の
紹
介
な
ど

実
施
。

年
１
～
２
回

区
　
分

事
　
業
　
名

類
型

事
業
の
内
容
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地域ケア会議の状況

邑南町

個別事例（ケース）検討のための会議 個別事例（ケース）検討のための会議 個別事例（ケース）検討のための会議 個別事例（ケース）検討のための会議

名称 邑南町ケアマネジメント支援会議 退院患者・通院患者ケース検討会 邑智病院個別ケース検討会 邑南町向こう三軒支えあい会議

実施主体 地域包括支援センター 地域包括支援センター 邑智病院 地域包括支援センター

位置づけ（個別会議について下
記①②から選択）
　①自立支援のための地域ケ

 ア個別会議
　②困難事例等を検討する地

　 域ケア個別会議

① ② ② ②

設置要綱等 地域ケア会議要綱の中に記載 地域ケア会議要綱の中に記載 地域ケア会議要綱の中に記載 地域ケア会議要綱の中に記載

エリア（単位） 町 町 町 町

開催日（頻度） 月１回 随時 月１回 随時

参加者（機関）

ケアマネジャー、町福祉課 邑智病院担当医、病棟看護師、ケアマネ
ジャー、町福祉課

邑智病院医師、地域連携室、病棟・外来看
護師、ケアマネジャー、町福祉課

近隣住民、民生委員、町福祉課

助言者
※個別事例を検討する会議に
おいて依頼している助言者（資
格職種）

主任ケアマネジャー・ケアマネジャー 看護師・地域連携室CW等 医師・外来看護師・地域連携室看護師等 主任ケアマネジャー等

事例検討対象者
（下記①～③の事例対象者から
選択）
　①サービス事業対象者及び
    要支援者
　②要介護１・２
　③要介護３～５

①②③ ①②③ ①②③ ①②③

内容

ケアマネジャー支援 個別ケース検討 個別ケース検討 個別ケース検討

地域ケア会議の機能
（下記①～⑤の機能から選択）

①政策形成機能
②地域づくり・資源開発機能
③地域課題発見機能
④ネットワーク構築機能
⑤個別課題解決機能

②③④⑤ ②③④⑤ ②③④⑤ ②③④⑤

H30年度に各地域ケア会議で出
された地域課題

各地域ケア会議を運営する上で
の課題

その他（参考）

・近年、いろいろな事情を抱えた個別事例が多く、例えば障害者サービスを受けていた人が、65才になったことから介護保険制度に移行しなければならない時、費用負担の問題
や、介護者の理解、入所する場合の施設の選択肢の問題等、これまでの介護保険サービスのみでは十分な支援が難しい事例や、また支援をしていく上で、多職種が連携して
支援していく必要があるケースなど、これまで以上に多方面の知識を習得しながら個別支援に当たらなければならないと感じている。
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地域課題把握のための会議 地域課題把握のための会議 政策形成のための（推進）会議 政策形成に対する諮問機関会議

邑南町地域部会 邑南町在宅医療と介護連携推進会議 邑南町横断的連携会議 おおなん支えあいチーム会議

地域包括支援センター 地域包括支援センター 地域包括支援センター 地域包括支援センター

要領あり 要領あり 要領あり 要領あり

町 町 町 町

月１回 必要時 必要時 年数回

町福祉課、町保健課、町社協、県央保健
所

その時の協議内容によって参集（例：医師
会代表者、邑智病院長、歯科医師会代表
者、介護保険サービス事業者、町福祉課、
町保健課、県央保健所）

その時の協議内容によって参集（例：町社
協局長、町福祉課長、町保健課長、邑智
病院、その他関係課長）

町社協、町福祉課、町保健課、邑智病院、
医療法人、県央保健所

地域課題、サービス資源の課題、潜在ニー
ズの顕在化等の把握・整理を行い、関係す
る会議や機関に情報提供・施策の提案等
を行う。

地域における医療・介護の関係者が連携し
て、在宅医療・介護連携の現状把握と課題
の抽出、解決策等の検討を行う。

所属長が集い、地域部会から上がってきた
地域課題の解決のため、施策・方向性につ
いて検討する。

地域支えあいチームから上がってきた、「医
療・介護・地域課題」等の施策の方向性に
対し、横断的多角的な視点から、議論・助
言等を行う。

②③④ ②③④ ①② ①②

・ボランティア研修会のあり方の検討
・地域づくりについて
・後期高齢者歯科健診からのハイリスク者
のフォロー体制のあり方について
・在宅医療の現状と課題について
・その他

・後期高齢者歯科健診からのハイリスク者
のフオロー体制
・町のフレイル対策について

・地域包括ケアシステム構築関係
・地域づくりについて

今年度から、「医療介護部会」「生活体制整
備部会」にメンバーを分け、開催しており、
より具体的な協議ができてきている。

医師会の関係者と定例で協議をする場を
持つことは時間的な事等でハードルが高い
のが現状。今年度は、後期高齢者歯科口
腔健診結果を通じ、歯科医師との協議を中
心に行っている。

必要に応じて、必要なメンバーで開催する
ような形をとっている。

邑智病院の医師の異動等により、なかなか
当初のような体制での会議が持てない現状
がある。
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通いの場の状況

邑南町

状況

有

「有」の場合 市町村での養成の有無 有

養成数（H30年度末時点） 250人

主な活動内容
・集いの場を支援するボランティア、家に入り、困り事
を支援するボランティア

2

・グループの代表者やお世話係りの方を対象に地域ささ
えあいミニデイサービス交流会を毎年１回開催してい
る。内容は基本活動である運動の指導や運動メニューの
紹介、グループで作成した手芸品等作品の展示、意見交
換会等をおこなっている。
・H30年度から「集いの場づくり事業」をスタートさせ
た。これは閉じこもり傾向の方や、交通手段がなく自分
で集いの場に行けない方のために住民同士で送迎の体制
を構築してもらうことを必須とした事業で、より多くの
高齢者が集いの場へ参加できるよう工夫した。

3

　地域ささえあいミニデイサービスは参加する高齢者の
みなさんが歩いて集える場（集会所や自治会館）で開催
し、ほとんどのグループが昔からの仲良しグループで形
成されている。グループの代表者が高齢化等の理由で代
表者を退かれるとそのグループは継続せず解散してしま
う。事務の簡素化をするように工夫はしているが、補助
金申請や報告書等の事務の負担感が大きいとの意見はあ
る。

4
・できるだけ定期的に訪問し、開催状況を見たり、世話
人の方々と包括職員とで集まり、悩みや困り事等を共有
し、解決に向けて話し合いを行っている。

通いの場の実態の把握方法

項目

1

活動を支援するサポーター（ボランティア）の有無

通いの場の拡大、高齢者参加率増加に向け、工夫している
点

通いの場の拡大、高齢者参加率増加に向けて、課題に感じ
ていること

- 126 -- 126 -



- 127 -- 127 -



地
域
支
援
事
業

≪
地
域
・
自
治
会
・公
民
館
活
動
≫

≪
社
会
福
祉
協
議
会
≫

【介
護
予
防
・
日
常
生
活
総
合
事
業
】

●
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

●
さ
ん
さ
ん
サ
ー
ビ
ス

　
≪
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
≫

●
健
康
を
守
る
会

●
配
食
サ
ー
ビ
ス

●
訪
問
介
護
、
通
所
介
護

●
若
が
え
り
会

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成

●
津
和
野
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

●
地
域
福
祉
会
活
動

　
≪
一
般
介
護
予
防
事
業
≫

●
町
づ
く
り
委
員
会

●
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

●
介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業

●
趣
味
、
生
き
が
い
活
動

●
独
居
高
齢
者
へ
の
た
よ
り

　
＋

（キ
ラ
キ
ラ
体
操
、
元
気
ア
ッ
プ
事
業
等
）

●
サ
ー
ク
ル

●
お
誕
生
日
花
束

●
地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業

●
老
人
ク
ラ
ブ
事
務
局

（百
歳
体
操
、
地
域
運
動
推
進
員
活
動
支
援
）

≪
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
≫

●
認
知
症
講
演
会
、
サ
ポ
ー
タ
ー
支
援
、
も
の
忘
れ
相
談
　
　
等

●
有
償
の
日
常
生
活
支
援

≪
医
療
機
関
等
≫

●
T
A
K
E
１
０

●
健
康
・
介
護
に
関
す
る
情
報
提
供

【包
括
的
支
援
事
業
】

≪
民
生
委
員
・警
察
≫

≪
役
場
：健
康
福
祉
課
≫

　
≪
地
域
ケ
ア
会
議
推
進
事
業
≫

●
地
域
の
見
守
り
・相
談

●
特
定
・
後
期
高
齢
者
健
診
等

●
地
域
ケ
ア
会
議
の
充
実

予
防
重
視

　
≪
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
≫

●
協
議
体
の
設
置

●
支
え
合
い
講
演
会

　
≪
在
宅
医
療
・介
護
連
携
推
進
事
業
≫

●
地
域
の
医
療
・介
護
マ
ッ
プ

●
地
域
住
民
啓
発
事
業
：
A
C
P
、
M
C
I

改
善
の
促
進

　
≪
認
知
症
総
合
支
援
事
業
≫

●
認
知
症
初
期
集
中
支
援
推
進
事
業
（支
援
チ
ー
ム
等
）

●
認
知
症
地
域
支
援
・ケ
ア
向
上
事
業
（認
知
症
カ
フ
ェ
等
）

【
任
意
事
業
】

　
≪
介
護
家
族
支
援
事
業
≫

介
護
給
付

重
症
化
防
止

●
津
和
野
介
護
者
者
の
会
、
男
談
サ
ロ
ン

（居
宅
介
護
事
業
所
）

要
介
護
者

津
和
野
町
介
護
予
防
事
業
の
体
系
図
　
（
R
1
.1
0
月
現
在
）

※
介
護
予
防
・社
会
参
加
・
生
活
支
援
が
相
互
に
連
動

地
域
で
行
っ
て
い
る
事
業

要
支
援
者

介
護
予
防
給
付

(地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

虚
弱
高
齢
者

（非
該
当
）

元
気
高
齢
者

≪ 要 介 護 認 定≫

地
域
で
認
知
症
の
方
や
家
族
が

安
心
し
て
生
活
で
き
る
取
り
組
み

地
域
の
方
が
主
体
と
な
っ
た
支
え
合
い

地
域
づ
く
り

専
門
職
を
中
心
と
し
た
多
職
種
連
携

新
た
な
資
源
・
制
度
の
立
案

介
護
予
防
と
生
活
支
援
を
支
え
る

総
合
的
な
取
り
組
み

- 128 -

津和野町　介護予防事業の体系図（令和元年度作成）
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サ
ー
ビ
ス

町
全
域

予
防
通
所
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
　
業
　
名

事
業
の
内
容

対
象
者

類
型
（
※
）

形
態

単
位

サ
ー
ビ
ス
提
供
者

実
施
方
法

対
象
地
域

サ
ー
ビ
ス
提
供
者

実
施
頻
度
等

事
　
業
　
名

事
業
の
内
容

類
型

形
態

委
託
先

対
象
者

対
象
地
域

形
態

実
施
頻
度
等

事
　
業
　
名

事
業
の
内
容

対
象
者

類
型

単
位

キ
ラ
キ
ラ
体
操
教
室

7
8
回
/
年

元
気
ア
ッ
プ
教
室

食
生
活
の
改
善
を
目
標
と
し
た
管
理
栄
養
士
に
よ
る
講
演
、
調
理
、
食
事

地
区
公
民
館
等
1
2
×
2
回

認
知
症
講
演
会

認
知
症
に
関
す
る
講
演
会
の
開
催

1
回
/
年

栄
養
相
談

随
時

も
の
忘
れ
相
談

も
の
忘
れ
の
心
配
の
あ
る
高
齢
者
に
対
し
て
、
ﾀ
ﾌ
ﾞ
ﾚ
ｯ
ﾄ
型
P
C
端
末
に
お
け
る
認
知
機
能
検
査

（
C
A
D
i
2
）
の
実
施

随
時

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
実
施
状
況
（
令
和
元
年
６
月
末
時
点
）
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（
２
）
地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業

一
般

委
託

社
会
福
祉
法
人

社
会
福
祉
協
議
会

規
定
な
し

町
全
域

一
般

委
託

社
会
福
祉
法
人

社
会
福
祉
協
議
会

概
ね
6
5
歳
以
上
の
高

齢
者

町
全
域

一
般

委
託

社
会
福
祉
法
人

社
会
福
祉
協
議
会

規
定
な
し

町
全
域

一
般

直
営

―
概
ね
6
5
歳
以
上
の
高

齢
者

町
全
域

（
３
）
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
活
動
支
援
事
業

一
般

直
営

―
概
ね
6
5
歳
以
上
の
高

齢
者

町
全
域

４
　
任
意
事
業

⑪
介
護
者
交
流
会
の
開
催

⑪
介
護
者
交
流
会
の
開
催

認
知
症
高
齢
者
見
守
り
事
業

⑨
認
知
症
高
齢
者
見
守
り
事
業

成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
事
業

⑭
成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
事
業

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
等
養
成
事
業

⑰
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
等
養
成
事
業

認
知
症
の
方
を
介
護
す
る
家
族
の
方
の
交
流
会
を
開
催
す
る
。
津
和
野
介
護
者
の
会
へ
一
部
委
託
し
、
会
の
定
例
会
に
合
わ
せ
て
２
回
/
年
実
施
す
る
。

類
型

形
態

委
託
先

対
象
者

対
象
地
域

高
齢
者
が
集
ま
る
場
や
公
民
館
活
動
の
場
を
活
用
し
た
、
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
等
が
健
康
づ

く
り
・
介
護
予
防
に
関
す
る
講
話

随
時

地
域
運
動
推
進
員
支
援
事
業

地
域
運
動
推
進
員
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会

4
回
/
年

地
域
運
動
推
進
員
が
各
地
区
で
ス
ト
レ
ッ
チ
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
脳
ト
レ
等
の
実
施

各
地
区
1
回
/
月
程
度

対
象
者

対
象
地
域

実
施
頻
度
等

事
　
業
　
名

事
業
の
内
容

類
型

形
態

委
託
先

事
　
業
　
名

事
業
の
内
容

地
域
運
動
推
進
員
養
成
事
業

新
た
に
地
域
運
動
推
進
員
と
し
て
活
動
に
参
加
を
希
望
す
る
人
の
養
成
講
座

3
年
に
1
回
（
2
日
間
）
の
実
施
予
定

【
実
施
年
：
H
1
9
.
2
4
.
2
7
.
3
0
年
度
】

実
施
頻
度
等

そ
 
の
 
他

町
長
申
立
て
に
要
す
る
費
用
、
後
見
人
報
酬
の
助
成
を
行
な
う
。

自
治
会
や
事
業
所
等
に
対
し
て
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
行
な
う
。
ま
た
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
の
開
催
。

区
　
分

事
　
業
　
名

類
型

事
業
の
内
容

家
族
支
援

家
族
介
護
継
続
支
援
事
業

認
知
症
の
方
を
介
護
す
る
男
性
の
方
の
交
流
会
を
２
～
３
回
/
年
開
催
す
る
。

徘
徊
S
O
S
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
提
供
書
を
家
族
の
同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
警
察
署
、
各
駐
在
所
が
保
管
し
、
徘
徊
時
等
の
見
守
り
強
化
を
図

る
。
事
案
発
生
時
に
は
電
子
メ
ー
ル
で
協
力
者
へ
情
報
発
信
し
、
協
力
者
か
ら
の
情
報
提
供
を
警
察
署
が
受
け
る
シ
ス
テ
ム
。

い
き
い
き
百
歳
体
操
サ
ロ
ン
支
援
事
業

住
民
主
体
の
通
い
の
場
で
い
き
い
き
百
歳
体
操
の
実
施
に
関
わ
る
備
品
等
の
支
援

随
時

健
康
づ
く
り
教
室
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地域ケア会議の状況

津和野町

個別事例（ケース）検討のための会議 個別事例（ケース）検討のための会議 地域課題把握のための会議

名称 ケアマネジメント支援会議 個別地域ケア会議 津和野町地域ケア会議

実施主体 地域包括支援センター 地域包括支援センター 地域包括支援センター

位置づけ（個別会議について下
記①②から選択）
　①自立支援のための地域ケ
    ア個別会議
　②困難事例等を検討する地

 域ケア個別会議

① ②

設置要綱等 なし あり あり

エリア（単位） 全町 全町 全町

開催日（頻度） 毎月１回 随時 随時（年３回程度）

参加者（機関）

□事例提供者＝介護支援専門員
□薬剤師 □看護師
□理学療法士ｏｒ作業療法士
□管理栄養士　　□民生児童委員代表
□社会福祉士
□地域包括支援センター（保健師/社会福
祉士）

状況によって参加するメンバーが異なる。現
状、本人が参加しない場合が多い。
□本人／家族 □民生児童委員
□住民（自治会長 等）
□担当介護支援専門員　　□サービス事業
者　　□地域包括支援センター
□行政（保険者 等）　　等

テーマにより、参加者（機関）が異なる。
□社会福祉協議会 □民生児童委員
□介護支援専門員 □サービス事業者
□警察署 □消防分遣所
□地域包括支援センター
□行政（保険者／関連課）　等

助言者
※個別事例を検討する会議にお
いて依頼している助言者（資格
職種）

薬剤師／リハビリ専門職（理学療法士・作業
療法士）／社会福祉士／保健師／管理栄
養士／民生児童委員

社会福祉士／保健師／管理栄養士／介護
福祉士／介護支援専門員／サービス事業
所／民生児童委員

事例検討対象者
（下記①～③の事例対象者から
選択）
　①サービス事業対象者及び
    要支援者
　②要介護１・２
　③要介護３～５

①（基本的）

②（事例によって）
①②③（特に限定していない）

内容

［対象］
・要支援１～２認定者
［内容］
・課題整理総括表／ケアプラン等を使用し、
利用者本人の自立を阻害している課題に対
して、多職種からのアドバイスを受け、自立
に向けた支援計画の見直しを行う。

［対象］
・民生児童委員や担当介護支援専門員等
から相談のあったケース
・ケアマネジメント支援会議から上がってき
たケース
［内容］
・複合課題ケースに対する支援
・認知症高齢者の見守り支援
・独居高齢者の生活支援 　等

［内容］
アンケート調査から見える地域全体の“困り
ごと（感）”や、ケアマネジメント支援会議や
ケアマネ会議で明らかになった課題に対し
て、主に地域資源の整理と関係者間の情報
共有／意見交換

▼平成30年度の主な検討内容
・理美容のについて
・ゴミだし支援について

地域ケア会議の機能
（下記①～⑤の機能から選択）

　①政策形成機能
　②地域づくり・資源開発機能
　③地域課題発見機能
　④ネットワーク構築機能
　⑤個別課題解決機能

③④⑤ ③④⑤ ①②③

H30年度に各地域ケア会議で出
された地域課題

・移動手段（受診／買い物）
・老老介護による支援の限界
・別居家族と地域住民との関わり
・個別地域ケア会議の回数が少なく、地域
課題の整理がままなっていない印象。

各地域ケア会議を運営する上で
の課題

・ポイントを絞った事例紹介／課題整理／
板書
・介護支援専門員への会議目的の理解
・利用者／家族の視点でのアドバイス
・支援計画への助言

・検討する事例数が少ない。
・該当する事例があまりない。

・会議開催までの準備などが難しい。会議
内での検討事項や運営内容の構成に困難
さを感じている。
・他会議対（協議体）などとの連携が難し
い。

その他（参考）

・個別課題⇒地域課題発見となるよう、ケア
マネジメント支援会議（ケアマネジャー等と
の事例検討）を地域ケア会議の“個別課題
解決機能”に位置づけ、１／２月程度実施し
ている。

・個別課題⇒地域課題発見となるよう、ケア
マネジメント支援会議（ケアマネジャー等と
の事例検討）を地域ケア会議の“個別課題
解決機能”に位置づけ、１／２月程度実施し
ている。

・地域課題発見～施策形成に至るまでに
は、単に“津和野町地域ケア会議”のみで
実施はせず、“生活支援・介護予防体制整
備推進協議体”など、他の会議体でも協議
し、まちづくり／資源開発を目指している。
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通いの場の状況

政策形成のための（推進）会議

津和野町地域ケア会議

地域包括支援センター

あり

全町

随時（年３回程度）

テーマにより、参加者（機関）が異なる。
□社会福祉協議会 □民生児童委員
□介護支援専門員 □サービス事業者
□警察署 □消防分遣所
□地域包括支援センター
□行政（保険者／関連課）　等

［内容］
アンケート調査から見える地域全体の“困り
ごと（感）”や、ケアマネジメント支援会議や
ケアマネ会議で明らかになった課題に対し
て、主に地域資源の整理と関係者間の情報
共有／意見交換
▼平成26～28年度の主な検討内容
・買い物不便者対策について
・新しい総合事業に向けてｻｰﾋﾞｽ/事業
・災害対応について

①②③

町内にある見守り事業をより円滑に活用でき
るようなネットワーク構築にについて協議す
る。また地域包括ケアシステムの構築にお
いて重要となる「自助」「互助」への働きかけ
について協議。

・会議開催までの準備などが難しい。会議
内での検討事項や運営内容の構成に困難
さを感じている。
・他会議対（協議体）などとの連携が難し
い。

・地域課題発見～施策形成に至るまでに
は、単に“津和野町地域ケア会議”のみで
実施はせず、“生活支援・介護予防体制整
備推進協議体”など、他の会議体でも協議
し、まちづくり／資源開発を目指している。

津和野町

状況

有

「有」の場合 市町村での養成の有無 有

養成数（H30年度末時点） 100

主な活動内容 地域運動推進員による運動推進

2

　地区の健康教室で“いきいき百歳体操”の体験・
ＰＲを実施（特に健康を守る会での介護予防部会の
重点地区）。
　他のサロンの様子を紹介（体操後のお茶のみサロ
ン、認知症予防等実施しているなど）。

3
　“いきいき百歳体操”の発足数が伸び悩んできて
いる。また、サロンの参加人数が発足当初より減っ
てきている。

4
　発足から数ヶ月、数年での体力測定および実技指
導
サロンからの要望により不定期での訪問

通いの場の実態の把握方法

項目

1

活動を支援するサポーター（ボランティア）の有無

通いの場の拡大、高齢者参加率増加に向け、工夫し
ている点

通いの場の拡大、高齢者参加率増加に向けて、課題
に感じていること
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吉賀町　介護予防事業の体系図（令和元年度作成）
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吉賀町　介護予防事業の体系図（平成23年度作成）
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吉
賀
町

１
　
介
護
予
防
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
　
(
１
)
通
所
型
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
負
担

（
利
用
料
）

実
　
施

箇
所
数

実
施
頻
度

１
ク
ー
ル

の
期
間

定
員

介
護
予
防
通
所
介
護
と
同
等
の
サ
ー
ビ
ス
提
供

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
対
象
者

要
支
援
認
定
者

現
行
相
当

指
定

市
町
村
単
位

予
防
給
付
に

準
じ
る

吉
賀
町
社
会
福
祉

協
議
会

3
ケ
ア
プ
ラ
ン

に
基
づ
く

類
型
（
※
）
…
「
現
行
」
、
「
現
行
相
当
」
＝
従
前
の
通
所
介
護
に
相
当
す
る
も
の
　
　
「
通
所
A
」
＝
緩
和
し
た
基
準
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
　
　
「
通
所
B
」
＝
住
民
主
体
に
よ
る
支
援
　
　
「
通
所
C
」
＝
短
期
集
中
予
防
サ
ー
ビ
ス

(
２
)
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
負
担

（
利
用
料
）

実
　
施

箇
所
数

実
施
頻
度

介
護
予
防
訪
問
介
護
と
同
等
の
サ
ー
ビ
ス
提
供

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
対
象
者

要
支
援
認
定
者

現
行
相
当

指
定

市
町
村
単
位

予
防
給
付
に

準
じ
る

吉
賀
町
社
会
福
祉

協
議
会

1
ケ
ア
プ
ラ
ン

に
基
づ
く

町
内
全
域

類
型
（
※
）
…
「
現
行
」
、
「
現
行
相
当
」
＝
従
前
の
訪
問
介
護
相
当
　
　
「
訪
問
A
」
＝
緩
和
し
た
基
準
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
　
　
「
訪
問
B
」
＝
住
民
主
体
に
よ
る
支
援
　
　
「
訪
問
C
」
＝
短
期
集
中
予
防
サ
ー
ビ
ス
　
　
「
訪
問
D
」
＝
移
動
支
援

２
　
そ
の
他
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
負
担

（
利
用
料
）

３
　
一
般
介
護
予
防
事
業
　
(
１
)
介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業

実
　
施

箇
所
数

実
施
頻
度

定
員

そ
の
他

委
託

吉
賀
町
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
全
般

町
全
域

５
カ
所

年
１
２
回

委
託

吉
賀
町
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
全
般

町
全
域

５
カ
所

年
１
２
回

委
託

吉
賀
町
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
全
般

町
全
域

１
カ
所

年
１
回

温
水
プ
ー
ル
で
の
水
中
運
動

委
託

む
い
か
い
ち
温
泉
ゆ

ら
ら

高
齢
者
全
般

町
全
域

１
カ
所

９
７
回

定
員
１
回
２
０

人
程
度

H
3
0
.
1
0
末
～
事

業
休
止

委
託

吉
賀
町
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー

対
象
地
区
の

高
齢
者

対
象
地
区

（
４
ヶ
所
）

４
カ
所

月
１
回
で

7
～
8
回
/
年

住
民
運
営
の
集
い
の
場
づ
く
り

直
営

―
高
齢
者
等
希

望
者

町
全
域

２
７
カ
所
各
グ
ル
ー
プ

週
１
回
程
度

委
託

吉
賀
町
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
全
般

町
全
域

希
望
す
る

サ
ロ
ン

要
望
に
応
じ

随
時
開
催

健
康
相
談
、
衛
生
教
育

直
営

―
高
齢
者
全
般

町
全
域

希
望
す
る

団
体

不
定
期
開
催

事
　
業
　
名

事
業
の
内
容

対
象
者

類
型
（
※
）

形
態

単
位

サ
ー
ビ
ス
提
供
者

実
施
方
法

形
態

第
１
号
通
所
事
業

事
　
業
　
名

事
業
の
内
容

対
象
者

類
型
（
※
）

形
態

単
位

サ
ー
ビ
ス
提
供
者

実
施
方
法

対
象
地
域

第
1
号
訪
問
事
業

認
知
症
講
演
会

認
知
症
予
防
に
つ
い
て
の
講
演

単
位

サ
ー
ビ
ス
提
供
者

実
施
頻
度
等

事
　
業
　
名

事
業
の
内
容

類
型

形
態

委
託
先

対
象
者

対
象
地
域

事
　
業
　
名

事
業
の
内
容

対
象
者

類
型

骨
折
・
転
倒
予
防
教
室

転
倒
し
な
い
、
骨
折
し
な
い
か
ら
だ
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
、
筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
能
力
の
維
持
向
上
を

目
指
し
た
運
動
を
行
う
。

か
ら
だ
爽
快
教
室

ボ
ー
ル
や
タ
オ
ル
を
使
っ
た
関
節
の
痛
み
を
和
ら
げ
る
運
動
、
体
の
調
子
を
整
え
る
運
動
を
行
う
。

実
施
方
法

脳
い
き
い
き
会

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
に
て
実
施
。
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
作
業
療
法
士
が
７
～
８
回
程
度
介
入
し
、
認
知

機
能
の
維
持
に
繋
が
る
活
動
を
実
施

い
き
い
き
百
歳
体
操

地
区
サ
ロ
ン
へ
の
専
門
職
派
遣

地
区
サ
ロ
ン
へ
、
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
や
健
康
運
動
指
導
士
等
の
専
門
職
を
派
遣
。
健
康
や
介
護
予
防

に
関
す
る
知
識
の
普
及
啓
発
、
軽
運
動
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
活
動
な
ど
を
実
施
。

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
実
施
状
況
（
令
和
元
年
６
月
末
時
点
）

栄
養
士
、
保
健
師
等
が
、
希
望

に
応
じ
て
実
施

地
区
サ
ロ
ン
に
お
け
る
講
話
等

水
中
運
動
教
室
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（
２
）
地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業

実
　
施

箇
所
数

実
施
頻
度

定
員

そ
の
他

委
託

吉
賀
町
社
会
福
祉
協

議
会

対
象
地
区
の

高
齢
者

町
全
域

３
５
カ
所

月
１
回
程
度

（
３
）
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
活
動
支
援
事
業

実
　
施

箇
所
数

実
施
頻
度

定
員

そ
の
他

委
託

吉
賀
町
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー

対
象
地
区
の

高
齢
者

町
全
域

５
公
民
館

＋
希
望
す

る
団
体

要
望
に
応
じ

随
時
開
催

４
　
任
意
事
業

家
族
支
援
家
族
介
護
支
援
事
業

⑧
介
護
教
室
の
開
催

家
族
会
に
お
い
て
、
介
護
の
知
識
・
技
術
に
修
得
研
修
活
動
を
実
施

食
の
自
立
支
援
事
業

地
域
資
源
を
活
用
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
資
す
る
事
業
独
居
の
高
齢
者
等
へ
の
食
事
提
供
及
び
安
否
確
認

認
知
症
高
齢
者
支
援
事
業

⑰
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
等
養
成
事
業

講
演
会
の
開
催
、
サ
ポ
ー
タ
ー
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
の
養
成
及
び
活
動
支
援

住
宅
改
修
支
援
事
業

⑮
福
祉
用
具
・
住
宅
改
修
支
援
事
業

理
由
書
作
成
者
に
対
し
助
成
金
を
交
付

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
家
賃
助

成
事
業

⑯
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所
の
家
賃
等
助
成
事
業
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
入
居
者
（
非
課
税
世
帯
）
に
家
賃
と
食
材
費
を
助
成
す
る
。

そ
の
他

委
託
先

対
象
者

対
象
地
域

実
施
方
法

事
　
業
　
名

事
業
の
内
容

類
型

形
態

委
託
先

対
象
者

対
象
地
域

実
施
方
法

地
域
住
民
グ
ル
ー
プ
支
援
事
業

身
近
な
地
域
に
お
け
る
介
護
予
防
活
動
推
進
を
目
的
と
し
た
高
齢
者
地
区
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
（
3
5
ヶ

所
）
へ
の
活
動
促
進
の
た
め
の
事
業
委
託
。
住
民
主
体
の
集
い
の
場
を
整
備
し
、
小
地
域
に
お
け
る

介
護
予
防
活
動
（
転
倒
予
防
教
室
、
リ
ハ
ビ
リ
職
等
に
よ
る
健
康
相
談
等
）
の
拠
点
と
す
る
。

区
　
分

事
　
業
　
名

類
型

事
業
の
内
容

若
返
り
測
定
隊
（
出
張
若
返
り
測
定
隊
）

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
等
、
住
民
の
集
う
場
に
リ
ハ
ビ
リ
等
専
門
職
が
訪
問
し
、
身
体
機
能
の
評
価
や
、

介
護
予
防
に
対
す
る
意
識
啓
発
を
行
う
。

事
　
業
　
名

事
業
の
内
容

類
型

形
態
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地域ケア会議の状況

吉賀町

個別事例（ケース）検討のための会議① 個別事例（ケース）検討のための会議② 地域課題把握のための会議

名称 個別ケース会議 ケアマネジメント支援会議 地域支え合い会議

実施主体 包括（社協） 包括（社協） 社会福祉協議会

位置づけ（個別会議について下
記①②から選択）
　①自立支援のための地域ケ
    ア個別会議
　②困難事例等を検討する地

 域ケア個別会議

① ②

設置要綱等 未策定 未策定 未策定

エリア（単位） 全町単位 全町単位 公民館単位（５ヶ所）

開催日（頻度） 随時 月１回程度 年２回程度

参加者（機関）

当事者、家族、地域住民、包括、担当ケア
マネジャー、行政、関係機関等（対象者の
支援に直接関わるメンバー）

担当ケアマネジャー、包括、主任ケアマネ
ジャー、行政

地域住民、訪問員、自治会、民生児童委
員、老人クラブ、婦人会、病院、公民館、行
政、駐在所、商工会、保育所、社協

助言者
※個別事例を検討する会議にお
いて依頼している助言者（資格
職種）

薬剤師、リハビリ職、保健師、看護師、管理
栄養士等

薬剤師、リハビリ職、保健師、看護師、管理
栄養士等

事例検討対象者
（下記①～③の事例対象者から
選択）
　①サービス事業対象者及び
    要支援者
　②要介護１・２
　③要介護３～５

①、②、③ ①、②、③

内容

対象者が抱える具体的な課題解決に向け
て、身近な支援者の参画により協議検討を
行う。

担当ケアマネジャーの困りごと解決のため、
各種専門職が多角的な視点から助言を行
い、ケアマネジメントを行う上での気づき・ア
イディアを持ち帰ってもらう。
ケアマネジメントの質の向上、参加メンバー
のスーパービジョンスキルの養成、関係者
間のネットワーク構築を図る。

各地域における困りごと（地域課題）につい
て情報交換を行い、課題解決に向けた体制
整備について検討する。
テーマは高齢者福祉だけでなく、障がい者
福祉、児童福祉、防災等地域づくりのため
の総合的な協議の場として実施。

地域ケア会議の機能
（下記①～⑤の機能から選択）

　①政策形成機能
　②地域づくり・資源開発機能
　③地域課題発見機能
　④ネットワーク構築機能
　⑤個別課題解決機能

③、④、⑤ ③、④、⑤ ②、③、④

H30年度に各地域ケア会議で出
された地域課題

①降雪により、地域によってはデイへの通
所や通院が困難であったり、買い物に行け
ない、地域サロンが開催できないといった状
況があり、冬季の閉じこもり・転倒リスクが高
くなること。
②高齢者サロンの参加者の固定化、担い手
不足から、いかにして男性の関わりを増やし
ていけるか。（高齢者の活動の場の確保）
③買い物支援、移動支援等分野横断的な
対応を要する課題を検討する上での町内連
携体制。

各地域ケア会議を運営する上で
の課題

①専門職が中心となってしまい、地域の方
の参加が少ない。
②地域の方が参加する際、限られた情報で
話すことや、情報の漏れが不安。
③個別課題解決の機能はあるが、地域課題
の抽出についての側面が弱い。資源開発ま
でにはつながっていない。

①多職種から自立支援に向いての意見をも
らえるよう、今年度から各職種に確認したい
ことをケアマネジャーと進行役が事前に確
認して会議を行うように変更。試行錯誤中。
②一つのケースに時間をかけているため、
多くのケースを検討できない。（１か月２ケー
ス程）
③助言を受けてどのように経過したか、翌月
以降に発表してもらう時間をつくり、全体で
その経過を把握しあっている。試行錯誤中。
④地域課題の抽出は行っているが、資源開
発までにはつながっていない。

なし

その他（参考）
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